
１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、一部未達成であるものの目標達成に向け、推進している。

【施策指標】
・「森林ボランティア育成講座修了者数（累計）」、「緑地面積」が未達成である。それ以外の指標について
は、達成している。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度25.3％】
・年代別では、40歳台が最も高く、35.1％である。最も低いのは、70歳台で20.1％であった。
・昨年度と比較すると全体では、13.0ポイント減少したが、若者世代（24歳以下）では10.6ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

※取り組みが１つのためマトリクス分析不可
・里山の保全

里山や農地などの豊かな自然環境が
保全されている

23_01 里山など豊かな自然空間
  の保全・継承

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

25.3％ 15.6％ 59.1％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

58.1％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、これまでの取組を継続して実施するとともに、市民意識調査では昨年度
に比べて若者世代で自然環境への関心の高まりがうかがえるため、持続的な里山保全の担い手の確
保に向けて、同世代へのアプローチ手法を検討していく必要がある。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、一部未達成となっているものの、概ね達成できている。

【施策指標】
・「親子で楽しめる遊び場等のある公園の整備数」は未達成だが、目標には近づいている。

市民満足度の分析

【満足度51.7%】
・年代別では、30歳台が最も高く、59.3%である。最も低いのは、20歳台で46.2%であった。
・身近にみどりとふれあう環境がある人の73.2%がみどりとふれあえる環境に満足している。
・昨年度と比較すると全体では、10.0ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）では、2.4ポイントの減
少に留まった。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

※取り組みが１つのためマトリクス分析不可
・子どもがワクワクするような公園の整備

普段の生活の中でみどりとふれあえる
24_01 自然とふれあい親しめる場

の確保

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

51.7％ 17.9％ 30.4％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

25.7％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、市民ニーズの調査結果や整備済み遊具等の利用状況を基に、引き続き子
ども子育て世帯等が自然とふれあい親しめる場の確保に向け、公園整備を進めていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては「１．緑化活動の推進」は一部未達成となっているものの、概ね達成できてい
る。

【施策指標】
・指標については、都市公園が増加したものの、生産緑地の減少による影響のため目標値を下回っている。

市民満足度の分析

【満足度51.7%】
・年代別では、30歳台が最も高く、59.3%である。最も低いのは、20歳台で46.2%であった。
・身近にみどりとふれあう環境がある人の73.2%がみどりとふれあえる環境に満足している。
・昨年度と比較すると全体では、10.0ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）では、2.4ポイントの減
少に留まった。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

※取り組みが１つのためマトリクス分析不可
・緑化活動の推進

普段の生活の中でみどりとふれあえる
24_02 緑化活動の活性化

関心・期待度・ニーズが高い

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

51.7％ 17.9％ 30.4％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

25.7％

施策満足度

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、緑地面積は減少したものの身近にみどりとふれあう環境があるとした人
の満足度は昨年度と同様に高いことから、地域ごとの特性などに応じたゾーニングを行い、効果
的・効率的な緑化の取り組みを進めていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、７割以上の取り組みが計画通りに進めることができ、「２．４Ｒ活動の推進」が一部未
達成であるものの、概ね達成できている。

【施策指標】
・「ごみの資源化率」については未達成だが、それ以外の指標については、指標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度34.1%】
・年代別では、80歳以上が最も高く、45.0%である。最も低いのは、40歳台で28.6%であった。
・昨年度と比較すると6.8ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）では、0.3ポイントの減少に留まった。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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※関連指標なし

658



659



660



661



取り組みに紐づかない指標

662



取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

・「３．効率的なごみ収集処理の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「２．４Ｒ活動の推進」は関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「１．次期一般廃棄物処理基本計画の策定」の関心・期待度・ニーズは低く、取組満足度は平均的である。
・「４．事業系ごみの減量指導と手数料の適正化」の関心・期待度・ニーズは平均的であるが、取組満足度は低い。
・「５．ＤＸ等によるごみ収集の最適化」は関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

ごみ減量や資源循環が進んでいる
25_01 ごみ発生抑制を最優先に

した４Rの推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

34.1％ 15.7％ 50.2％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

39.4％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『ごみ減
量や資源循環
が進んでい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 25_01 ご
み発生抑制を
最優先にした
４Rの推進』
に紐づく取り
組み⇒赤ダイ
ヤ◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、第２次枚方市一般廃棄物処理基本計画（令和８年３月策定）に基づき、ごみ発生を
抑制するための４Rの取り組みをさらに推進していくとともに、引き続き事業者と市民へごみの発生抑制への意識
醸成を積極的に行っていく。
・「３．効率的なごみ収集処理の推進」については、関心・期待度・ニーズと取組満足度ともに高いことから、ご
み収集の取り組みにあたっては、市民ニーズの把握に努め、より効率的・効果的な運用を目指していく。
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１．施策の概要

666



２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策としては、「１．公害の未然防止」は取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「環境基準（大気・水質・騒音）の達成状況」は未達成だが、目標には近づいている。

市民満足度の分析

【満足度38.6%】
・年代別では、20歳台が最も高く、56.5%である。最も低いのは、70歳台で36.9%であった。
・昨年度と比較すると全体では、8.6ポイント減少したが、若者世代（24歳以下）では、7.4ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．公害の未然防止」は取組満足度は平均的だが、関心・期待度・ニーズは低い。

安全で良好な生活環境
26_01 大気・土壌汚染等の公害の

未然防止

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

38.6% 9.4% 52.0%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

41.0％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『安全で
良好な生活環
境』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 26_01 大
気・土壌汚染
等の公害の未
然防止』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、良好な生活環境を確保するため、引き続き、市内の大気質、河川等にお
ける水質、環境騒音の測定を行い、各基準の達成に向けた取り組みにつなげていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、「１．産業廃棄物の適正処理指導」は計画通りに進めることができており、目標達成に
向け推進している。

【施策指標】
・指標については、測定が可能な指標については、すべて目標値を達成している。

市民満足度の分析

【満足度38.6%】
・年代別では、20歳台が最も高く、56.5%である。最も低いのは、70歳台で36.9%であった。
・昨年度と比較すると全体では、8.6ポイント減少したが、若者世代（24歳以下）では、7.4ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．産業廃棄物の適正処理指導」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。

安全で良好な生活環境
26_02 産業廃棄物などの発生抑制

               や適性処理の推進

関心・期待度・ニーズが高い

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『安全で
良好な生活環
境』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 26_02 産
業廃棄物など
の発生抑制や
適性処理の推
進』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

38.6% 9.4% 52.0%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

41.0％

施策満足度

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、産業廃棄物の適正処理のための指導を行い、期限内の確実な処理完了に向け取り組んで
いく。
・低濃度PCB廃棄物については、令和８年度末までに処理することが関連法で定められていることから、対象事業
者への立ち入り指導を行うほか、関係機関と連携した取り組みにより、確実な処理完了を目指す。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては一部未達成ではあるが、概ね計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・施策指標については、一部未達成ではあるが、概ね指標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度38.6%】
・年代別では、20歳台が最も高く、56.5%である。最も低いのは、70歳台で36.9%であった。
・昨年度と比較すると全体では、8.6ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）では、7.4ポイント上昇し
た。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「２．配水支管の整備」の関心・期待度・ニーズ、取組満足度はともに高い。
・「３．水道施設の整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度は平均的である。
・「１．中宮浄水場の移転建て替え」「４．人工衛星とAI解析を活用した水道管路の漏水検知等の推進」の関心・期待度・ニーズ、取組満足度はと
もに低い。

安全で良好な生活環境
26_03 安全で良質な水を将来にわ

               たって安定的に供給

関心・期待度・ニーズが高い

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『安全で
良好な生活環
境』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 26_03 安
全で良質な水
を将来にわ
たって安定的
に供給』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

38.6% 9.4% 52.0%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

41.0％

施策満足度

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、老朽化が進む管路の更新・耐震化を行うとともに、管路の調査においては、衛星画
像を用いた漏水検知業務委託の結果に基づく効率的な音聴調査の実施により、安全で良質な水を将来にわたって安
定的に供給できるよう取り組む。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては全体として、工事工程の遅れ等により一部未達成となっているものの、概ね達成できてい
る。

【施策指標】
・指標については、測定が可能な指標については、すべて目標値を達成している。

市民満足度の分析

【満足度38.6%】
・年代別では、20歳台が最も高く、56.5%である。最も低いのは、70歳台で36.9%であった。
・昨年度と比較すると全体では、8.6ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）では、7.4ポイント上昇し
た。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「２．公共下水道（汚水）の整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「１．生活排水の適正処理の促進」の関心・期待度・ニーズは平均的であり、取組満足度は低い。

安全で良好な生活環境
26_04 生活排水等の適正処理

関心・期待度・ニーズが高い

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『安全で
良好な生活環
境』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 26_04 生
活排水等の適
正処理』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

38.6% 9.4% 52.0%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

41.0％

施策満足度

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、下水道事業に関する計画に基づき生活排水の適正処理を推進するととも
に、点在する公共下水道の未承諾地区や整備困難地区の解消に取り組み、安全で良好な生活環境の確保に向け取り
組んでいく。
・「１．生活排水の適正処理の促進」については、老朽化した管渠の適切な維持管理に取り組むとともに、浄化槽
の維持管理が適正に実施されるよう指導・啓発を行う。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【施策指標】
・電気のエネルギー消費量は前年度に比べて減少しているものの、電気の使用から排出される二酸化炭素の排出
係数が大きく増加したことにより、温室効果ガス排出量削減に関連する指標は目標値を下回っている。「枚方市
地球温暖化対策実行計画」の指標についても目標値を下回っている。

市民満足度の分析

【満足度11.9%】
・年代別では、20歳台が最も高く、34.8%である。最も低いのは、70歳台で9.3%。
・昨年度と比較すると全体では、6.5ポイント減少したものの、子育て世代（25～44歳）では、0.6ポイントの減
少に留まった。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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取り組みには紐づかない施策指標
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施策の分析

※取り組みが２つのためマトリクス分析不可
・再エネ・省エネ・EV等の普及促進
・電気の一括購入と再エネ導入

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

11.9% 22.6% 65.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

51.4％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析
関心・期待度・ニーズが高い

取組満足度
が高い

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

地球温暖化対策
27_01 ゼロカーボンシティの推進
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、デジタル化の推進による電気需要の増大が今後も予測される中、持続可能な運用に向け、
再生可能エネルギーの利用拡大及び省エネルギーの推進に向けた支援の取り組みを進めていく。また、市民意識調
査の結果を受けて、ゼロカーボンシティの推進に向けては、市民一人ひとりが自分ごととして取り組む必要がある
ことから、より一層の意識醸成に向けて、市民の関心を呼び込むことにつながるよう取り組みを推進する。
・ため池等を活用した再生可能エネルギーの導入をモデルに、エネルギーの地産地消の拡大の取り組みを推進する。
また、照明器具のＬＥＤ化改修工事についても引き続き推進していく。

施策評価員による評価

・学校を通じて児童・生徒に市の環境問題に対する取り組みを案内することは、多世代に認識してもらうことに効
果的であると考える。
・指標については、排出係数というコントロールができない要因によるものではなく、省エネに向けた取り組みが
反映される指標を設定し直すべきではないか。
・来年からのエアコンの省エネ基準引き上げを契機とするような市の施策を検討し、市の取り組み周知につなげて
はどうか。市施設における省エネ＆エコの取り組みのＰＲを実施してはどうか。
・ゼロカーボンシティの推進に向け、地域資源（山・河川）を活かした取り組みも検討してはどうか。
・化石燃料依存から再生可能エネルギーへの進展と、省エネルギー型都市と生活への構造転換、また、気候変動は
市民生活に大きな影響があることから、適応策を検討していく必要があるのではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できているが、「4．枚方市駅北口周辺地区における路上喫煙対策」の進捗が
遅れている。

【施策指標】
・「景観アドバイザーより助言を受けた件数（累計）」については未達成だが、目標には近づいている。それ以
外の指標については、指標は未達成であった。

市民満足度の分析

【満足度33.3%】
・年代別では、19歳以下が最も高く、46.2%である。最も低いのは、40歳台で30.5%であった。
・昨年度と比較すると全体では、7.2ポイント減少したものの、子育て世代（25～44歳）では、1.1ポイントの減
少にとどまっている。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「３．アダプトプログラムの推進」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度は平均的である。
・「４．枚方市駅北口周辺地区における路上喫煙対策」の取組満足度は高いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「１．歴史的景観の保全」の関心・期待度・ニーズは低いものの、取組満足度は高い。
・「２．都市景観の形成」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

まちの美化が進んでいる
28_01 景観に配慮した美しい

まち並みの形成

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

33.3％ 18.6％ 48.2％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

32.5％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『まちの
美化が進んで
いる』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 28_01 景
観に配慮した
美しいまち並
みの形成』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、景観保全に関する補助や制度のさらなる活用に向けた周知を行うとともに、高齢化
等による地域の美化活動の担い手不足が進んでいく中、景観に配慮した美しいまち並みの形成に向け、機運醸成を
図る取り組みを進めていく。
・「３．アダプトプログラムの推進」については、引き続きアダプト団体へ花苗配布等の更なる活動支援に取り組
む。
・「4．枚方市駅北口周辺地区における路上喫煙対策」については、公民連携による屋外喫煙所の早期実現に向け
関係者との協議を進めるとともに、路上喫煙禁止区域の拡大を目指していく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「シティプロモーションにおいて市と連携・つながりを持つ主体の数」「「デジタル版広報ひらかた」を読ん
でいる人（又は配信を希望する人）の割合」については未達成だが、それ以外の指標については、指標を達成し
ている。

市民満足度の分析

【満足度40.4%】
・年代別では、30歳台が最も高く、50.5%である。最も低いのは、19歳以下で30.8%であった。
・昨年度と比較すると全体では、7.0ポイント減少したものの、熟年世代（45～64歳）では、2.1ポイントの減少
に留まった。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「３．ハイブリッド型情報発信の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「５．市政モニターアンケートの実施」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「４．生活相談等の充実」の関心・期待度・ニーズは高く、取組満足度は低い。
・「１．ＰＲテーマの設定」、「２．シティプロモーションにおける連携・つながりの強化」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

行政からの情報発信が充実している
29_01 広報・広聴活動の充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

40.4％ 14.1％ 45.5％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

33.0％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『行政か
らの情報発信
が充実してい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 29_01 広
報・広聴活動
の充実』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、若者世代にも市政や地域の取り組みに関する情報に触れやすいようSNS等の活用を
引き続き進めるとともに、関係機関と連携した取り組みやイベント等でのシティプロモーションなど、市内外への
戦略的なＰＲに取り組んでいく。
・「４．生活相談等の充実」については、多様化、複雑化する市民の不安や困りごとに対応できるようオンライン
での相談対応などの取り組みを進めていく。
・「２．シティプロモーションにおける連携・つながりの強化」、「３．ハイブリッド型情報発信の推進」は引き
続き情報発信の強化や取り組み内容の見直しを行っていく。
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